
ア
ベ
カ
ラ
ー
と
い
え
ば
憲
法
改
定
で
す
。
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
第
９
条
、
自
衛
隊
を
軍
隊
に
し
て
ア
メ
リ
カ
並
み

に
戦
争
の
で
き
る
国
に
す
る
の
が
安
倍
政
権
の
目
標
で

す
。
そ
れ
は
自
民
党
の
憲
法
改
正
草
案
に
明
ら
か
で
す
。

安
倍
首
相
は
そ
の
た
め
に
96
条
の
手
続
き
条
項
の
改
定

か
ら
着
手
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
し
て
外
堀

を
埋
め
尽
く
し
、
な
し
く
ず
し
改
憲
策
を
次
々
と
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。
陸
上
自
衛
隊
の
海
兵
隊
機
能
や
敵
基

地
攻
撃
能
力
の
保
持
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認
、

日
本
版
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）

の
設
置
、
秘
密
保
全
法
案
の
国
会
提

出
な
ど
、
中
国
な
ど
を
仮
想
敵
国
に

何
で
も
あ
り
で
す
。

参
院
選
の
結
果
を
見
計
ら
う
よ
う
に
、
日
本
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
交
渉
に
参
加
し
ま
し

た
。
国
と
国
民
生
活
の
行
く
末
が
か
か
っ
た
問
題
な
の

に
、
交
渉
の
内
容
は
マ
ル
秘
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
は

農
業
を
犠
牲
に
し
、
米
国
と
日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

に
よ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
の
市
場
収
奪
作
戦
に
漕
ぎ

出
し
ま
し
た
。
米
国
は
日
本
に
は
金
融
、
投
資
、
労
働

な
ど
制
度
（
ル
ー
ル
）
の
改
革
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

郵
貯
や
か
ん
ぽ
生
命
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
マ
ネ
ー
が
米
国

資
本
に
吸
い
上
げ
ら
れ
て
黙
っ
て
い
ら
れ
ま
す
か
？

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
日
本
の
主
権
に
関
わ
る
問
題
で
す
。

ひ
ど
い
の
は
参
院
選
後
、
原
発
再
稼
働
へ
原
子
力
ム

ラ
が
一
斉
に
ダ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
ず
、

東
電
は
ひ
た
隠
し
に
し
て
い
た
福
島
第
一
原
発
の
放
射

能
汚
染
水
の
海
洋
流
出
を
認
め
ま
し
た
。
経
産
省
は
廃

炉
会
計
規
則
を
変
更
し
て
、
電
気
料
金
に
上
乗
せ
す
る

方
針
を
固
め
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
原

発
比
率
を
明
記
し
な
い
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

今
な
お
15
万
人
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
福
島
県
で
は
、
損
害
賠
償
の
足
切
り
が
進
む
な
か
、

自
民
党
県
連
は
原
発
廃
炉
を
訴
え
て
勝
ち
ま
し
た
。
安

倍
首
相
自
身
、
「
公
約
と
政
策
は
違
う
」
と
言
い
、
二

枚
舌
政
治
を
恥
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

政
治
を
憲
政
の
常
道
へ
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。
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参
院
選
は
自
民
党
の
一
人
勝
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。
と
は
言

え
自
民
党
は
小
泉
政
権
の
時
代
の
衆
院
選
得
票
数
か
ら
７
４

０
万
票
以
上
減
ら
し
、
比
例
区
の
得
票
率
は
34
％
そ
こ
そ
こ

で
す
。
投
票
率
も
３
番
目
の
低
率
の
な
か
の
自
民
党
の
圧
勝

は
、
現
在
の
選
挙
制
度
の
弊
害
を
露
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
自

民
党
に
も
民
主
党
に
も
愛
想
を
つ
か
し
、
政
治
に
失
望
し
て

棄
権
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
勝
ち
は
勝
ち
。
安
倍
政
権

は
参
院
選
勝
利
の
勢
い
に
乗
じ
て
、
抑
え
て
い
た
ア
ベ
カ
ラ
ー

を
鮮
明
に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
諦
め
ず
、
国
民
生
活
と
平
和

を
守
る
憲
法
政
治
の
実
現
へ共
に
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
。

参院選で
自民一人勝ち

なし崩し改憲・ＴＰＰ参加
原発再稼働へ一直線

憲
法
政
治
を
取
り
戻
そ
う

一
気
に
進
む

な
し
崩
し
改
憲

国
民
主
権
を
脅
か
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ

原
発
ム
ラ
は
再
稼
動
へ
突
進



「防
衛
白
書
」や
「新
防
衛
大
綱
」の
中
間

報
告
は
、
ま
ず
仮
想
敵
国
を
明
確
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
敵
と
は
中
・
朝
・
露
の
３
カ
国

で
す
。
冒
頭
、
こ
れ
ら
の
国
に
よ
る
「
不
安

定
化
要
因
」
が
「
顕
在
化
・
先
鋭
化
・
深
刻

化
」し
て
い
る
と
国
際
環
境
の
悪
化
を
指
摘

し
、
こ
れ
へ
の
対
処
を
前
提
と
し
た
防
衛
力

の
再
編
・強
化
を
説
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
日
米
同
盟
は
今
や
「
世
界
の
安

定
と
反
映
の
た
め
の
『
公
共
財
』
」
と
ま
で

賛
美
、
自
衛
隊
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
、
そ

れ
に
必
要
な
自
衛
力
の
増
強
を
強
調
し
て

い
ま
す
。

日
本
の
防
衛
は
第
一
に
、
よ
り
深
化
し

た
米
国
と
の
軍
事
一
体
化
、
第
二
に
消
極

的
防
衛
か
ら
動
的
防
衛
の
強
化
、
第
三
に

自
衛
隊
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
主
要
な
戦
略

だ
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
米
軍
と
の
共
同
訓
練
や
情

報
・
指
令
の
共
有
化
、
さ
ら
に
米
韓
豪
を

軸
に
し
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
防
衛
戦
略
と
共

同
訓
練
の
強
化
を
強
調
。

動
的
防
衛
力

で
は
自
衛
隊
を
南
西
諸
島
方
面
への
配
備
・

定
着
に
シ
フ
ト
を
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
自
衛
隊
の
装
備
や
部
隊
の
再
編
が
尖

閣
諸
島
や
海
洋
権
益
で
の
中
国
と
の
軋
轢
、

北
朝
鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）

の
人
工
衛
星
発
射
を
巡
る
情
報
を
意
図

的
に
利
用
し
て
、
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
中
間
報
告
」
は
動
的
防
衛
力
と
し
て
、

「高
高
度
滞
空
型
無
人
偵
察
機
」「
水
陸
両

用
機
能
（
海
兵
隊
的
機
能
）
の
確
保
」
を
挙

げ
、
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
対
し
て
は
「
総
合
的

な
対
応
能
力
の
充
実
」
で
、
事
実
上
の
「
敵

基
地
先
制
攻
撃
」を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
防
衛
白
書
」
で
は
国
会
等
の
防
衛

に
関
す
る
議
論
を
紹
介
。
「
い
わ
ゆ
る
敵
基

地
攻
撃
は
、
自
衛
権
発
動
の
３
要
件
を
満

た
し
、
他
に
手
段
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

限
り
に
お
い
て
憲
法
上
も
許
さ
れ
る
」
と
、

敵
基
地
先
制
攻
撃
が
「
個
別
的
自
衛
権
の

範
囲
」と
の
見
解
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

安
倍
内
閣
は
、
防
衛
関
係
法
令
と
諸
施

策
の
改
悪
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
ま
す
。

秋
の
臨
時
国
会
で
は
「
国
家
安
全
保
障
基

本
法
」と
関
連
法
案
、
陸
上
自
衛
隊
を
「邦

人
保
護
」
の
名
目
で
世
界
に
派
遣
す
る
た

め
に
「
自
衛
隊
法
」
の
一
部
改
定
、
ま
た
軍

事
関
連
情
報
を
担
保
す
る
た
め
の
「
秘
密

保
全
法
」
な
ど
悪
法
の
提
案
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
「
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
」の
容
認
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

防
衛
政
策
の
大
転
換
に
よ
っ
て
憲
法
９

条
の
空
洞
化
が
一
段
と
進
み
ま
す
。
む
ろ

ん
憲
法
96
条
の
改
憲
要
件
の
緩
和
、
明
文

改
憲
は
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と

り
が
さ
ら
に
大
き
な
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
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安倍内閣ー自衛隊が海外で戦争できる国へ

参
議
院
選
挙
後
に
予
想
さ
れ
た
安
倍
内
閣
の
「
暴
走
」
が
つ
い
に
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
は
自
衛
隊
が
海
外
で
戦
争
で
き
る
日
本
を
目
ざ
す
動
き
で
す
。
そ
の
実
像

を
２
０
１
３
年
度
「
防
衛
白
書
」
、
今
年
中
に
新
た
に
策
定
さ
れ
る
「
新
防
衛
大
綱
」

の
中
間
報
告
、
政
府
有
識
者
会
議
の
「
安
全
保
障
の
法
的
基
盤
の
再
構
築
に
関
す
る

懇
談
会
」
（
安
保
法
制
懇
）
が
描
い
て
い
ま
す
。

憲
法
９
条
を
事
実
上
骨
抜
き
に
す
る
安
倍
内
閣
の
暴
走
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

新社会

中
・
朝
・
露
を
仮
想
敵
国

日
米
同
盟
は
世
界
の
〃
公
共
財
〃

米
軍
と
の
共
同
作
戦
の
強
化

対
話
よ
り
軍
事
力
に
大
転
換

米
国
型
の
軍
事
戦
略
へ

敵
基
地
先
制
攻
撃
に
も
言
及

秋
の
国
会
で
数
々
の
悪
法

９
条
の
骨
抜
き
狙
う
安
倍
内
閣
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